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要 旨
ὶ星を常時観測するため、2023年にࣅデ࢜と㟁波を用いたὶ星の⮬動観測装置と検▱プログラムを⊂⮬に㛤発した。

2年వり、様ࠎなὶ星⩌の分析を行った୰、本研究では2025年に観測したⅆ球とὶ星クラスターについてሗ࿌する。

１．研究背景

ὶ星の分析は高ᒙ大気や、Ᏹᐂ空間のᙟ星・小ᝨ星を観測することにつながる。本部は約70年前から࣌ルセ࢘スᗙ

ὶ星⩌、13年前からࡩたࡈᗙὶ星⩌を眼視で観測してきた。アマチࣗアの観測ネットワークࠕSonotaCoNetwork[1]ࠖや

ᖹሯ༤≀㤋の藤井大地Ặは、複数台のࣅデ࢜によるὶ星⩌の観測も行い、同時ὶ星と判ูできたὶ星の対地㌶㐨や日

心㌶㐨をィ算してその結果をබ㛤している。

２．研究目的

ᡃࠎは、ẖ日ὶ星観測を実施したいとの思いから、2023年に安౯な㜵≢

。デ࢜5台で全天を⥙⨶し、観測データを⵳✚する⊂⮬の装置を考᱌したࣅ

᭦に⭾大なデータから機Ე学⩦によりὶ星を⮬動検出するプログラムを㛤

発し、2年をかけてࣜアルタイムでࣔࢽタࣜングできるシスࢸムを構築し

た。また、㟁波観測データも機Ე学⩦で検▱できるようにし、ὶ星の観測㡿

ᇦ[2]を㸱D化する研究によりὶ星の㐨⛬とヲ⣽な分析を目指した[3]。

３．研究方法

㛤発したࣅデ࢜観測装置と2ᒁの㟁波を受ಙする㟁波観測装置を用いて様ࠎ

なὶ星⩌を観測し、データの比較、㌶㐨≉定な࡝の分析を行う。

４．結果と考察

(1)観測⿦⨨の〇సと⮬ື観測࣒ࢸࢫࢩの㛤ⓎࠊWebによるࣔࣜࢱࢽンࢢ

2025年には、日射によるカメラのຎ化を㜵ࡄため、タイマー制ᚚとスマ࣍による遠㝸᧯స

で⮬動㛤㛢する日㝖けを〇సした(図1)。また、本部の先㍮が2024年に本校の気象データや

㯮点及び視⛬の撮影データを一ඖ化するために㛤発したWebUIをᨵⰋし、ὶ星の検出結果も

ᦚ㍕してDiscordによる観測結果のࣜアルタイム通▱と外部へのබ㛤を可能にした(図2)。

(2) ࣌ルࢫ࢘ࢭᗙὶᫍ⩌のὶᫍࢡラ࣮ࢱࢫ⌧㇟のศᯒ

8月14日、㟷᳃ୖ空で1秒ᮍ‶に約20ಶのὶ星がὶれ、北ᾏ㐨と㟷᳃で撮影された映像を比較明合ᡂし、分析した。

北ᾏ㐨では本校と同ࡌカメラを౑用していたため、本研究と同ࡌ手法でṍみ補正を行い、天球での位置ᗙᶆを示す

WCS ᝟ሗを各画像に᭩き㎸ࢇだ。࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌初の大つᶍクラスターと考えられるため、㌶㐨決定、⩌判定を

行った結果、本ὶ星⩌⏤᮶だとわかった(図3)。

(3)㮵ඣᓥ࡛観測ࢀࡉた኱ⅆ球のศᯒ

8月19日、✀ᏊᓥἈで大ⅆ球が発生した。⾪ᧁ波が㮵ඣᓥ࿘㎶で観測されHi-net[4]の㐃続

波ᙧデータにグ㘓されていた。⾪ᧁ波の฿㐩時้から⾪ᧁ波の発生※を㏫算し、長ἑ・୕

ᾆ（1987）[5]の方⛬式を用い㌶㐨決定を行った。この᥎定㌶㐨と、藤井大地Ặがィ算した

。一⮴した(図4)ࡡデ࢜観測による㌶㐨を比較したところ、୧者の結果はおおむࣅ

大ⅆ球観測の数時間後に長㔝県༡部でูのὶ星が観測され、これは長㔝県の合ᐟ先と本校ᒇୖで観測された。஧地

点からの㌶㐨決定の結果、Dsh値[6]は0.14を示したため、これらは同一のẕ天体から分⿣した可能性があると考えた。

  ࡚࠸ࡘᗙὶᫍ⩌にࡈたࡩ2025(4)

12月15日、ࡩたࡈᗙὶ星⩌ᴟ大に合わせて眼視観測を行い、ࣅデ࢜、㟁波観測

と比較した(図5)。眼視とࣅデ࢜は25時に最ከとなり、ࣅデ࢜は1時間に120ಶをᤊ

えた。同時間に㟁波は減ᑡしており、天㡬ຠ果が影響したと考えられる。また、

㟁波の観測数のᑡなさは感度や指向性の調ᩚにㄢ題があると考えられる。

５．まとめとㄢ㢟

⊂⮬の装置やシスࢸムをᨵⰋし、観測データの一ඖ⟶理シスࢸムを構築した。世界に10౛࡝࡯しかሗ࿌されていな

いὶ星クラスターについて、⊂⮬のプログラムで㌶㐨を算出し、࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌⏤᮶であることをいࡕ᪩く判定

した。また、㮵ඣᓥで観測された大ⅆ球の㌶㐨を⾪ᧁ波から≉定し、関㐃するὶ星の発見にᡂຌした。௒後は検▱プ

ログラムの⢭度を高め、このシスࢸムを௚校にも⤂௓し、広ᇦで空を見ᙇるὶ星観測ネットワークをసりたい。  
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要 ᪨
一᫖年、本校天文気象部が観測した、1969年からの㐣ཤ約25年分の⣬面データを発見したため、┤近14年間にグ㘓

したデータと合わせてグ㘓をデータ化し、分析した。ࣆーク時のZHR、太陽㯤⤒ࡈとにまとめたHR、光度比の分析及

び人数補正値の検証等を行い、࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌の傾向分析及び本校の観測グ㘓のホ౯を試みた。

１㸬研究⫼ᬒ・目的
本校天文気象部では1953年より࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌の眼視観測をጞ

めたとのグ㘓がある。┤近14年間は長㔝県の入➟ᒣで観測を行い、⩌

散判ู・位置・時間・等⣭・⑞の有↓等をグ㘓している。一᫖年に

1969㹼2002年のグ㘓用⣬を発見したが、ヲ⣽な分析がなされていなか

ったため、約1୓ಶのὶ星のグ㘓をデジタルデータ化し、長年にわた

るグ㘓から࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌の傾向を分析したいと考えた。

２. 研究方法と結果
(1)年代ࡈとの観測総数とࣆーク時のZHRによるに分析

現ᅾは4ྡ1組でᅄ方向を向いて観測しているが、㐣ཤには7㹼10ྡ近

くで観測する年もあり、観測ሙᡤは9ᅇ変わった。天候や月㱋により᮲

௳は異なり、一ᬌの観測総数が最大で600を㉸える年もあった(図1)。

また、ࣆーク時のZHR(天㡬出現数͐理᝿的な᮲௳で見える数)[1]をグ

ラフ化したところ、200をୖᅇる大きな値が複数出たため、ಶูの要ᅉ

を分析したが、ཎᅉを᏶全に明らかにすることはできなかった。

(2)ᨺ射点高度を用いて補正したHRと太陽㯤⤒との関係

(1)を踏まえ、全ての年と時間ᖏのHRをᨺ射点高度のみを用いて補正

し、その値を太陽㯤⤒ࡈとにまとめた(図2)。太陽㯤⤒140.3rでὶ星

数はࣆークを㏄え、141rを㉸えるとὶ星数は一気に減ᑡする様Ꮚがㄞ

み取れた。

(3)光度比の検証

本校の観測データから光度比を算出した。光度比とはὶ星⩌の明るさ

を示す指ᶆである。࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌では、NMSおよびIMOのබ表する

光度比は2.6である。本校で観測された等⣭ࡈとのὶ星数を実測値、本校

で観測された-2等⣭のὶ星数を基‽として、1等⣭ࡈとに2.6ಸした値を

理ㄽ値としてグラフにした(図3)。その結果-2㹼2等⣭では理ㄽ値と実測

値は同ࡌように増ຍし、この⠊ᅖでの光度比は2.65であった。しかし、3

等⣭よりᬯいὶ星数の実測値は理ㄽ値よりかなりᑡなくなっており、こ

れは3等⣭以ୖのᬯいὶ星は⫗眼での補㊊が㞴しいためだと考えられる。

(4)人数補正値の検証

1人当たりのHR及びZHRを算出する㝿、4人での観測ではグループのHRを

2.9で割るとされている[1]。この値の検証を、2025年ࡩたࡈᗙὶ星⩌の

観測にて行った。ࠕグループのHR/実㝿に一人が観測したὶ星数ࠖのᖹᆒ

は2.9となり、この人数補正値と一⮴したため、この補正値2.9は本校の

観測に適していると考えられる。1人の実㝿のHRと、グループのHR/2.9を

グラフୖに㔜ࡡたところ、ᴫࡡ一⮴した（図4）。

㸱. まとめ・௒後の展望
本校の観測グ㘓から、࣌ルセ࢘スᗙὶ星⩌のࣆーク傾向、光度比及び人数補正値の検証を行った。௒後は௚の人数

時の人数補正値の検証やὶ星観測の⢭度向ୖに⧅ࡆていきたい。
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